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皆
の
者
、
面
を
上
げ
い
！
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
わ
、
そ

な
え
亭
恐
妻
で
す
。
今
月
も
、
ど
う
ぞ
、
お
付
き
合
い
を
願
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
「
天
狗
裁
き
」
と
い
う
お
噺
。
家
で
昼
寝
を
し

て
い
た
喜
八
が
妻
に
揺
り
起
こ
さ
れ
る
。
亭
主
の
寝
言
や
寝
顔
な
ど
が
面

白
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
「
ど
ん
な
夢
を
見
て
い
た
ん
だ
い
？
」
と
尋
ね
ら

れ
る
が
、
喜
八
は
ま
っ
た
く
覚
え
て
い
な
い
の
で

「
見
て
い
な
い
」
と
答

え
る
が
、
妻
は
亭
主
が
人
に
は
言
え
な
い
よ
う
な
夢
を
見
て
い
た
た
め
に

嘘
を
つ
い
た
と
思
い
、
し
つ
こ
く
尋
ね
返
し
ま
す
。
本
当
に
覚
え
て
い
な
い

喜
八
は
「
見
て
い
な
い
」
と
繰
り
返
す
が
、
こ
の
押
し
問
答
が
激
し
い
夫

婦
喧
嘩
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
…
。

　　
さ
て
、
数
多
あ
る
上
方
落
語
の
演
目
の
中
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
登
場
す

る

「
お
奉
行
さ
ま
」
。
当
時
、
江
戸
幕
府
直
轄
地
の
こ
こ
大
坂
で
は
、

幕
府
最
高
職
で
あ
る
老
中
の
下
、
大
坂
町
奉
行
が
警
察
・
司
法
・
行

政
の
任
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
町
奉
行
と
同
様
に
東
西
二
ヵ
所

の
奉
行
所
が
設
置
さ
れ
、
月
ご
と
に
交
代
で
月
番
を
務
め
、
月
番
の
奉

行
所
が
裁
判
な
ど
の
業
務
を
行
い
、
月
番
で
な
い
奉
行
所
は
、
門
を
閉

じ
て
前
月
の
未
処
理
の
事
務
整
理
な
ど
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　　
ま
た
、
町
奉
行
所
に
届
け
ら
れ
た
民
事
訴
訟
を
審
理
す
る
日
を

「
御

用
日
」
、特
に
金
公
事
(
金
銭
貸
借
に
関
す
る
訴
訟
)
を
扱
う
日
を
「
御

金
日
」
と
呼
ん
だ
ん
や
そ
う
で
す
よ
。

　　
現
在
は
、
大
阪
府
合
同
庁
舎
１
号
館
の
高
麗
橋
線
沿
い
に
「
東
町

奉
行
所
碑
」
が
、
大
阪
商
工
会
議
所
の
北
側
に
建
つ
大
阪
産
業
振
興

機
構

(
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
)
の
前
に
「
西
町
奉
行
所
碑
」
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

近世大坂庶民の暮らし講座

   「お白洲」 は、 江戸時代の奉行所などで裁判が行われた白い砂利が敷かれた場所。
白い砂利を敷くことで、 裁判の清廉潔白さを示しているんやそうで、 時代劇などでは罪人
が吟味されるシーンでよく見かけますよね。 身分の低い者は、 お白州にむしろを敷いて座
らされ、 身分の高い武士や僧侶などは一段高い板の間や畳の縁に、 お奉行は最も高い位
置にある座敷に着座するのが一般的でした。 裁判の場であるため、 突棒や刺股など、 捕
り物の道具が脇に置かれていました。

江戸時代の法廷

【お白洲】

大阪市消防局
公式 YouTube

☆東映京都撮影所のお白州セット

☆享保 9 年 （1724） の大火までは、 現在の大手前
合同庁舎のところに東西の奉行所が並んで設置され
ていたそうです。

　　
今
月
の
消
防
落
語
は
、
そ
な
え
亭
周
に
よ
る

「
葛
根
湯
医
者
」
で
す
。

令
和
７
年
10
月
に
「
Ｏ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
ま
つ
り　
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
出
演
し

た
際
の
高
座
音
源
を
、
い
つ
も
ど
お
り
大
阪
市
消
防
局
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。　
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こんにちは、高度専門教育訓練センター人材育成担当です。

このコーナーでは人材育成を推進するにあたり、指導をする上で役立つ「ヒント」を掲載しています。

指導者としての能力向上の一助となり、職場でのより良い人材育成につながることを願っております。

Vol.18

－ 成長実感とは －

   成長実感とは、 「前回よりスムーズに処理できた」 や 「以前より担当業務の全体像が分かるようになった」

など、 自分の成長を具体的に実感できる状態を言います。 人は、 成長していると感じるときに、 仕事への

高いモチベーションを持ち、 困難なことにも前向きに立ち向かえる傾向にあります。 一方、 組織にとっても、

職員が成長実感を持つことは、 生産性の向上や人材の定着にもつながり、 組織と職員との良好な関係を築

く重要な取組みとなります。

◎ 成長を実感する条件

   成長実感は職員の行動で生まれるものではなく､職場が積極的に支援することで育まれるものです｡成長

実感を持てる職場環境を作るための条件として､次のようなものがあげられます。

◎ 注意するポイント

   周りから、 最近成長したと評価される職員が、 自分では成長を実感できていないケースも多くあります。

ルーティンワークを単調と感じ、 日々の積み重ねが達成感につながらない職員や、 業務の目的を明確にせ

ずに、 目の前の作業だけに集中する職員は、 何のためにやっているのかが曖昧になり、 業務への前向きな

姿勢を失ってしまう場合があります。

   このような職員にこそ、 上司がそれぞれに適した目標を設定し、 個々の小さな成功も大切にフィードバッ

クすることが重要です。

   20数年前、 消防士３年目の出張所勤務時代、 災害活動は充実しているが普段の業務は単調で、 でも消防業

務は幅が広すぎて何を勉強すれば良いのか分からない。 将来への焦りと不安を感じていた時期に、 数期上の

消防士頭 （さむらいがしら） に相談したところ、 「今日の自分と明日の自分、 何か１つ変えようと思ってたら、 １当

務24時間で必ずどこか成長してるはず」 とのセリフ。 あこがれました！

よ も や ま 話担 当 者 Ｙ の

挑戦と達成が自信を育む

成長実感

✓ 目標を明確にできる

　　　目標を設定することで､進捗レベルが分かりやすくなり､達成したときに成長を実感しやすくなります｡

✓ 振り返る習慣を持つ

　　　日々の業務を振り返り､小さな変化を自覚することで､成長に気づく機会となります｡

✓ 小さな成功体験を積み重ねられる

　　　大きな成果だけでなく､小さな成功を積み重ねることで､自信がつきます｡

✓ フィードバックの機会がある

　　　上司 ・ 先輩から定期的に具体的な成果を伝えることで､本人が成長を自覚できるようになります｡

✓ 挑戦する機会がある

　　　新たな業務を課したり､研修参加やジョブローテーションなど､日々の業務とは違った挑戦機会があ　

　 ることで､成長を実感しやすくなります｡
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ヒントレベル

1

　救急救命士を目指す者が挑む国家試験。その中でも救急隊員が活動する災害現場で知識として身に

つけておくべき内容を紹介していきます。今月は縊頸に関する問題です。

　縊頸（縊首）は、いわゆる「首つり」の状態であり、自殺の手段として選ばれることが多い。2023

年における全国の自殺者数は21,837人であり、そのうちもっとも多いのが「首つり（縊死）」で自殺全体

の64.6％でした。どんな現場でも柔軟に対応できるよう、縊頸についても理解を深めておきましょう。

それでは、現場をイメージしながら、問題を解いてみましょう。

救急隊員のための

現場に活かす！救急救命士国家試験問題
高度専門教育訓練センター （救命士養成担当）

第４８回（令和７年３月）Ｄ問題

　60歳の男性。首を吊っているところを家族が発見し救急要請した。

　救急隊到着時観察所見：傷病者はすでに家族により床に寝かされている。意識JCS300。呼吸数

６/分。脈拍120/分、整。血圧158/114mmHg。SpO₂値90％。頸部に索状痕あり。

　この傷病者への対応として適切なのはどれか。１つ選べ。

縊頸・絞頸とは

●縊頸とは一端を何かに固定した索状物を頸部に巻きつけ、この索状物に自己の体重をかけて頸部を圧迫する。

絞頸とは縊頸とは異なり、体重以外の力によって頸部が全周性に締め付けられて生じる。

　縊頸と絞頸の特徴は下記の表のとおりである。

観察と処置

解答・解説

解答　　　バッグ・バルブ・マスクによる補助換気を行う。

 傷病者は縊頸により、意識障害、徐呼吸、酸素飽和度の低下が生じている状況である。循環は保たれてい

るため、胸骨圧迫や輸液は不要である（選択肢２、４）。警察への協力よりも救急活動が優先である。

　SpO₂値が90％と低下しており、呼吸数６/分と徐呼吸を呈しているので、気道閉塞を防いで自発呼吸を保

つ目的で回復体位にするだけでは不十分で（選択肢１）補助換気が必要になる（選択肢５）。

（参考・引用　株式会社へるす出版「第 48 回　救急救命士国家試験問題　解答・解説集」）

●状況評価で縊頸・絞頸を確認した場合は、まず傷病者が頸部を締めつけられている状況を解除して、安全な

場所に移動する。

　初期評価において、意識、気道・呼吸、循環動態のいずれかに異常を認める場合は、酸素投与のうえ必要

な処置を行う。心停止の場合は CPR を開始するが、頸部切断や全身の死後硬直など明らかな死の徴候を認め

る場合は、所轄の警察署に連絡する。

　索状痕の部位と性状は、縊頸と絞頸を区別するうえで重要である。索状物も後に証拠となる場合があるため、

結び目などはそのままにしておく。現場および傷病者周辺の状況はできるだけ保存する。

1

3

4

2 5

5

         胸骨圧迫を開始する。　　　                          バッグ・バルブ・マスクによる補助換気を行う。

         回復体位にする。　　　　                             静脈路確保及び輸液の指示要請を行う。　                        

         警察が到着するまで現場で待機する。　　                        

ヒントレベル

絞頸縊頸

原因 自殺が多い 他殺が多い

顔面のうっ血 少ない 多い

気道閉塞（窒息） 少ない 多い

索状痕 後上方へ斜走する 水平方向に走る

ひっかき傷・擦過傷 まれ 多い

い し ゅ

いっけい

いっけい

い し
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国立大学文学部卒で大阪市内の某消防署に勤務する、 漢字を愛して
やまない消防女子 「淀橋文子」 が防火防災に関する 「漢字」 の意
味や成り立ちを解説する 「消防漢字ガール」。 さて、 今月の漢字は…。

【病】
意味 ： やむ。 わずらう。 やまい。 わずらい。

体や心に生じる異常や不調。

【今月の警防担当司令の迷言】
「淀橋っ！あれ、 面白いな。 パソコンでできるチャット GTP っていうやつ。 なんでも相談に乗ってくれて、 旅行の
プラン作ってくれたり、 会話もできるんやで。 すごいよなぁ！」

（司令。 チャットは 「GPT」、 毎年アスタリスクのついてはる 「ガンマ」 が 「GTP」 です。）

　　さて、 皆さん、 病気やケガの中には、 日常のちょっとし

た心がけで防げるものがあります。 救急車を呼ぶような

事態を未然に防ぐため、 日頃からリスクを意識して行動

することを 「予防救急」 といいます。 毎日の 「心がけ」

と安全な「環境づくり」で大きな病気やケガを防げるよう、

皆さんのご理解とご協力をお願いいたします！

　　ところで、成人・高齢者の方の救急要請の原因で多いのは、やはり、脳や心臓の病気です。特に、寒い時期

（11月から３月）には救急要請が多くなります。浴室や脱衣所で急な温度変化があると、脳や心臓に負担がか

かり、脳出血や心筋梗塞などを引き起こしてしまいますので、気をつけてください。

　　日頃からの健康管理はもちろんのことですが、年に一度は健康診断を受診して健康状態の確認を行い、健康

づくりにつなげましょう。もし、悪いところがあれば早いうちに病院を受診して、早期に治療を開始することが大切

です。また、高齢者の方のケガによる救急要請も多く発生していますので、事故の原因を知って対策をしてくださ

いね。ということで、今月はこれでおしまい。じゃあね～。

　　今月の漢字は 「病」 です。 部首である 「疒 （やまいだれ）」 の部分は病気で寝台にもた

れる人の象形。 「丙」 の部分が脚の張り出た台の象形になっていて、 これらが合わさることで

「病気が重くなる」を意味する漢字として成り立ちました。 会意兼形声文字っていうやつですね。

画数は 「10 画」、音読みでは 「ビョウ」、「ヘイ」、訓読みでは 「や （む）」、「やまい」 と読みます。

※訓読み⇒（） の中は 「送りがな」

病

高
齢
者
の
方
に
多
い
事
故

・ 段差につまずかないよう気をつけましょう

・転倒を防ぐために整理整頓を心がけましょう

・階段、 廊下、 玄関、 浴室など滑り止め対策をしましょう

１位 転　　倒 （段差、 玄関、 廊下など）

・ 細かく調理、 ゆっくりよく噛むことで窒息予防

・お茶などの水分を取りながら食事をしましょう

・急に話しかけて、 あわてないように気をつけましょう

３位 窒　　息 （食物 〈餅 ・肉等〉、 薬等の包装など）

・ 階段などには手すりを配置しましょう

・ ベッドにも転落防止の柵をつけましょう

・脚立などを使用して作業をする時は補助者に支えてもらいましょう

２位 転　　落 （階段、 ベッド、 脚立、 椅子など）

・ 慌てず、 周りをよく見て行動しましょう

・通路などに物を置かないようにしましょう

・暗いところは十分な明るさを確保しましょう

４位 ぶつかる （家具、 人、 柱、 ドアなど）
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( 旧 :Twitter)

40

　９月は残暑が続く一方で朝晩は涼しくなり、気温差が大きいうえに気圧も変化しやすいため、体調を崩しやすい時期です。夏
の疲れが抜けきらず、だるさや食欲不振が続く「秋バテ」が起こることがあります。例えば、冷房の効いた室内と蒸し暑い屋外
の温度差は体温調節の負担を増やし、自律神経が乱れやすくなります。その結果、寝つけない、朝起きても疲れが取れない、胃
腸の調子が悪いといった不調が現れることがあります。また、気圧の変化によって頭痛やめまいなどが起こることもあります。
　季節の変わり目の体調不良には、睡眠時間を確保する、起床・就寝時間を一定にするなど生活リズムを整えることが回復に
役立ちます。さらに９月は、台風が多く発生する季節でもあります。強風や大雨による転倒、落下物によるケガなど、思わぬ事
故のリスクが高まるため、荒天時は無理な外出を控えましょう。季節の変わり目は無理をせず、体調管理に気を配るとともに、
規則正しい生活やこまめな水分補給を心がけて、体調の変化に備えましょう。
　「救急車を呼んだほうがいい︖」「今すぐ病院に行ったほうがいい︖」など、突然の病気やケガで悩んだときは、救急安心セン
ターおおさか（#7119 または 06-6582-7119）をご利用ください。また、緊急度は全国版救急受診アプリ「Q助」で確認できる
ほか、近くの病院・診療所を探す際は医療情報ネット「ナビイ」もあわせてご活用ください。

救急安心センター着信件数（令和8年7月）

3,112件増加対前年同月比

令和8年7月の着信件数
(1日あたりの件数)

全国版救急受診アプリ
（Q助）

総務省消防庁

医療情報ネット
（ナビイ）
厚生労働省

緊急度判定 病院案内

32,902件
(約1,188件)

編編  集集  後後  記記

　9月は防災月間です。みなさん備蓄品などの準備はして
いますか。
　熊本県では７月に大きな地震がありました。酷暑の中、
被害にあわれた方々のことを思うと心が痛みます。熊本に
出張中であった友人の話によると、強い不安を感じながら
も、なかなか大阪に戻れなかったようです。
　いつどこで起こるかわからないのが災害。普段の生活で
準備できることを考えておく大切さを改めて感じました。
（M）

　今回は、救急隊と消火隊が一体
となって臨む救命連携活動のワン
シーン。
　自動式心マッサージ器を使用
し、気管挿管や薬剤投与といった
高度な処置を同時に組み立ててい
く。その無駄のない連携、まさに
「プロフェッショナル」。

季節の変わり目は体調不良やケガに注意しましょう季節の変わり目は体調不良やケガに注意しましょう季節の変わり目は体調不良やケガに注意しましょう
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